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　　【巻頭挨拶】過労死防止法施行から３か月
過労死防止等対策推進全国センター代表幹事　　　　　　

過労死弁護団全国連絡会議幹事長　川人　博　

　過労死等防止対策推進法（過労死防止法）が施行されてから３か月経過しました。この

３か月間、過労死を防止するための全国での活動は、かつてない広がりをみせています。

　１１月１日の全国一斉電話相談に始まり、１１月１４日の史上初の政府主催集会、そして、

全国各地での集会（労働局が後援等で参加）が開催され、従来の内容・規模を超えるもの

として意義の深いものになりました。年が明けてからも、新たな地域でシンポジウム等が

開かれており、１１月以降、合計約３０地域になろうとしています。

　また、小学校から大学まで過労死問題での講義・講演が各地で始まっています。

　そして、厚労省内に設置された過労死等防止対策推進協議会（委員は２０名）に過労死

家族４名を含め、法律の成立に努力してきた７名が委員に任命され、同協議会は昨年１２

月１７日に１回目の会合をもちました。同協議会は、今後月１回程度会合を重ね、本年６月頃を目処に過労

死等防止対策大綱案を作成することになっています。

　過労死を防止するために国を挙げて取り組むことを定めた過労死防止法の制定は、働く者のいのちと健康

を守るうえで歴史的な意義をもつものといえますが、大事なのは、この画期的な法律を、私たちがいかに効

果的に活かせるかです。 

　また、労働時間規制をなくす方向での「改革」は、過重労働を一層深刻なものとし、過労死を防止するど

ころか、促進することになります。その意味で、現在導入が検討されている、いわゆる「残業代ゼロ法案」は、

過労死を促進する法案と言わざるをえず、その成立に反対します。

　過労死防止法制定のためにおおいなる力を発揮したご遺族をはじめ、支援してくださった方々のご尽力・

ご協力に対し心より感謝するとともに、この法律を実効性あるものにしていくために、引き続き、共に活動

を続けていきたいと思います。 
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２
０
１
４
年
１
０
月
２
９
日
、
東
京
・
四
ツ
谷
の
主
婦
会

館
エ
フ
プ
ラ
ザ
で
、
「
過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
」
（
正
式

名
称
：
過
労
死
防
止
等
対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー
）
の
結
成

総
会
が
行
わ
れ
た
。

 

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
過
労
死
防
止
法
の
制
定
を

求
め
て
活
動
し
て
き
た
「
実
行
委
員
会
」
を
発
展
的
に
解
消

し
（
８
月
２
３
日
解
散
総
会
）
、
過
労
死
の
防
止
を
願
う
民
間

団
体
・
専
門
家
と
の
協
力
共
同
と
、
過
労
死
防
止
の
責
務
を

負
う
国
・
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
の
「
要
」
と
な
る
こ
と

を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
日
の
結
成
総
会
に
は
、
果
た
し
て
何
人
が
来
て
く
れ

る
か
心
配
で
あ
っ
た
が
、
座
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
１
１
３
人

「
過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
」
を
結
成
！

　
　
　
　
　
　

  　
　
過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
城　
穣
（
弁
護
士
）



創刊号 新 ストップ！過労死　全国ニュース 2015 年 2 月 18 日

3

財
政
上
の
措
置
」
、
「
会
員
の
確
保
」
、

「
健
全
な
財
政
の
確
保
」
の
ほ
か
、
最

後
に
「
会
員
の
健
康
に
留
意
し
た
活

動
」
を
挙
げ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
規
約
案
を
採
択
し
た

後
、
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
た
。
代

表
幹
事
に
は
森
岡
孝
二
（
関
西
大
学

名
誉
教
授
）
、
川
人
博
（
過
労
死
弁

護
団
全
国
連
絡
会
議
幹
事
長
）
、
寺

西
笑
子
（
全
国
過
労
死
家
族
の
会
代

表
）
の
３
人
が
共
同
代
表
と
し
て
就

任
し
、
私
は
事
務
局
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
設
立
宣
言
」
を
、
兵
庫

の
若
手
弁
護
士
の
井
上
智
志
さ
ん
が

読
み
上
げ
、
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

 

　

最
後
に
、
代
表
幹
事
の
一
人
に
選

任
さ
れ
た
寺
西
笑
子
さ
ん
が
力
強
く

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
閉
会
と
な

っ
た
。

　

初
め
て
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
か
、
全
く
手
さ
ぐ
り
で
あ
る
が
、

過
労
死
の
予
防
と
救
済
を
願
う
す
べ

て
の
皆
さ
ま
の
力
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

 

　

森
岡
孝
二
先
生
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
厚

生
労
働
省
の
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
室

の
鈴
木
英
二
郎
室
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
私
が
法
律
制
定
ま
で
の
経
過
と
、
制

定
後
こ
の
日
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

記
念
講
演
を
し
て
下
さ
っ
た
精
神
科
医
・

粥
川
裕
平
先
生
の
「
過
労
死･
過
労
自
殺

と
精
神
医
学
」
と
題
す
る
お
話
は
、
「
睡
眠

不
足
に
よ
り
う
つ
病
や
心
臓
病
が
増
加
す

る
」
、
「
偉
大
な
仕
事
・
良
い
仕
事
を
す
る

人
が
う
つ
病
に
な
る
」
（
リ
ン
カ
ー
ン
、
チ

ャ
ー
チ
ル
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー

ン
、
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
、
エ
マ
・
ト

ン
プ
ソ
ン
、
ジ
ム
・
キ
ャ
リ
ー
な
ど
）
、
「
う

つ
病
も
回
復
す
れ
ば
良
い
仕
事
が
で
き
る
」

な
ど
、
大
変
面
白
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。

 

　

続
い
て
、
川
人
博
弁
護
士
か
ら
「
今
後

１
年
間
の
基
本
方
針
（
案
）
」
が
提
案
さ
れ

た
。

 

　

「
１
１
月
啓
発
月
間
へ
の
と
り
く
み
」
、

「
大
綱
づ
く
り
へ
の
と
り
く
み
」
、
「
学
校
教

育
へ
の
と
り
く
み
」
、
「
調
査
研
究
の
と
り

く
み
」
、
「
人
材
育
成
と
連
携
」
、
「
法
制
上
、

啓
発
月
間
初
日
の
「
過
労

死
・
過
労
自
殺
１
１
０
番
」

に
１
０
１
件
の
相
談

　
　
　
　
　
弁
護
士　
岩
城　
穣

　

初
め
て
の
「
啓
発
月
間
」
の
初
日
で
あ

る
１
１
月
１
日
（
土
）
の
午
前
１
０
時
～

午
後
３
時
ま
で
、
「
過
労
死
１
１
０
番
全
国

ネ
ッ
ト
」
は
全
国
２
３
都
道
府
県
で
「
過

労
死
・
過
労
自
殺
１
１
０
番
」
全
国
一
斉

臨
時
電
話
相
談
を
行
っ
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
１
０
１
件
、
内
訳

は
過
労
死
予
防
・
過
重
労
働
等
の
相
談

６
１
件
（
う
ち
長
時
間
労
働
３
８
件
、
深

夜
勤
務
４
件
、
パ
ワ
ハ
ラ
１
４
件
、
そ
の

他
１
２
件
）
、
労
災
補
償
相
談
２
１
件
（
う

ち
自
殺
・
精
神
疾
患
相
談
１
２
件
（
う
ち

死
亡
５
件
）
、
脳
・
心
臓
疾
患
相
談
７
件
（
う

ち
死
亡
１
件
）
）
、
そ
の
他
の
相
談
１
９
件

で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
な
相
談
例
を
挙
げ
る
と
、

「
長
時
間
労
働
を
し
て
い
る
息
子
が
、
毎
日

４
時
間
程
度
し
か
眠
れ
て
い
な
い
の
で
、

体
が
心
配
で
あ
る
。
」
（
４
０
代
男
性
・
Ｉ

Ｔ
業
・
母
か
ら
の
相
談
）

「
息
子
が
毎
日
午
前
９
時
半
か
ら
深
夜
０
時

ま
で
勤
務
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
か
体
調

を
崩
す
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

公
務
員
の
中
に
も
過
酷
な
働
き
方
を
し
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
を
、
も
っ
と
社
会
で

も
認
識
し
て
ほ
し
い
。
」
（
３
０
代
男
性
・

記念講演をされた

粥川裕平医師
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公
務
員
・
父
か
ら
の
相
談
）

「
長
時
間
労
働
に
加
え
、
地
方
へ
の
出
張
が

多
く
、
過
労
に
よ
り
自
殺
し
た
。
労
災
申

請
を
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
。
」
（
３
０
代

男
性
・
営
業
職
）

　

過
労
死
防
止
法
が
制
定
さ
れ
て
も
、
日
々

過
労
死
・
過
労
自
殺
は
発
生
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
防

止
法
は
制
定
さ
れ
、
啓
発
月
間
が
取
り
組

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
過
労
死
弁
護
団

と
し
て
も
改
め
て
認
識
し
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

　

１
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
（
過
労
死
防
止
法
）

の
施
行
を
記
念
し
て
、
厚
生
労
働
省
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
１
１
月
１
４
日
（
金
）

午
後
１
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分
、
厚
生

労
働
省
の
講
堂
で
開
か
れ
た
。

　

会
場
の
４
０
０
席
は
満
席
。
過
労
死
家

族
の
会
や
過
労
死
弁
護
団
の
関
係
者
の
席

は
１
０
０
名
で
、
そ
れ
以
外
の
３
０
０
名

は
事
前
に
申
し
込
ん
だ
一
般
の
参
加
者
で

あ
る
。

 

　

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
、
過
労
死
防
止
法
の
意
義
と
成

立
ま
で
の
経
過
を
語
ら
れ
た
。

 

　

超
党
派
議
員
連
盟
の
馳
浩
代
表
世
話
人

は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
他
の
議
連
世
話
人

ら
の
出
席
者
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
法
律
制
定
に
か
け
た
思
い
と
こ
れ
か
ら

の
決
意
を
語
ら
れ
た
。

 

　

川
人
博
弁
護
士
の
基
調
講
演
は
、
明
治

時
代
の
女
工
哀
史
の
時
代
ま
で
遡
っ
て
日

本
の
過
労
死
問
題
の
異
常
さ
を
明
ら
か
に

す
る
、
大
変
格
調
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

 

　

続
い
て
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
８
人
の

遺
族
の
方
々
が
、
自
ら
の
体
験
談
を
語
ら

れ
た
。

 

　

発
言
さ
れ
た
の
は
、
①
京
都
の
寺
西
笑

子
さ
ん
（
夫
４
９
歳
）
、
②
大
阪
の
安
井
敏

一
さ
ん
（
息
子
３
５
歳
）
、
③
愛
知
の
内
野

博
子
さ
ん
（
夫
３
０
歳
）
、
④
東
京
の
古
川

美
恵
子
さ
ん
（
息
子
２
４
歳
）
、
⑤
兵
庫
の

西
垣
迪
世
さ
ん
（
息
子
２
７
歳
）
、
⑥
静
岡

の
尾
崎
正
典
さ
ん
（
姉
）
、
⑦
東
京
の
中
野

淑
子
さ
ん
（
夫
５
２
歳
）
、
⑧
東
京
の
中
原

の
り
子
さ
ん
（
夫
４
４
歳
）
。

 

　

ど
の
方
の
発
言
も
、
一
生
懸
命
仕
事
に

打
ち
込
ん
で
働
い
た
人
が
過
労
死
・
過
労

自
殺
す
る
理
不
尽
さ
を
告
発
し
、
過
労
死

の
防
止
を
訴
え
る
も
の
で
、
参
加
者
は
涙

を
こ
ら
え
な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
厚
労

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
議
事
概
要
」
と

し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
/
s
t
f
/
s
e
i
s
a
k
u
n
i
t
s
u
i
t
e
/

b
u
n
y
a
/
0
0
0
0
0
6
8
5
8
8
.
h
t
m
l

）
。

今

後

も
、

多
く
の
政
治
家
や
役
人
、
研
究
者
や
専
門

家
、
経
済
界
や
労
働
組
合
の
人
た
ち
を
含

め
、
多
く
の
人
々
が
視
聴
す
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
も
、
こ
の
法

律
が
で
き
た
重
み
を
感
じ
る
。

厚
生
労
働
省
主
催
の
「
過
労
死
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、

盛
大
に
開
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士　
岩
城　
穣
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昨
年
１
１
月
、
過
労
死
防
止
法
の
施
行

と
同
時
に
「
第
１
回
過
労
死
等
防
止
啓
発

月
間
」
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
（
準
備
会
）
は
、

こ
の
１
１
月
を
皮
切
り
に
全
国
各
地
で
過

労
死
防
止
の
集
い
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
よ
う
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
２
６
・
２
７
日
に
仙
台
で
開
か
れ
た
過

労
死
弁
護
団
の
全
国
総
会
で
も
開
催
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
１
月
中
に
１
７
都
道
府

県
、
１
２
月
に
３
県
、
１
月
に
４
県
の
合

計
２
５
都
道
府
県
で
集
い
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
集
い
は
、

過
労
死
防
止
法
の
趣
旨
に
則
り
、
主
催
者

側
が
手
順
を
踏
ん
で
要
請
す
れ
ば
、
各
地

の
労
働
局
や
都
道
府
県
な
ど
地
方
自
治
体

の
後
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
多
く
の
集
い
で
後
援
を
取
り
付
け
、

ま
た
あ
い
さ
つ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
お
、
兵
庫
で
は
、
兵
庫
労
働
局

自
体
が
主
催
し
、
兵
庫
セ
ン
タ
ー
準
備
会

や
家
族
の
会
、
弁
護
士
会
が
協
力
す
る
と

い
う
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
何
回
か
に
分
け
て
、
各
地
の

集
い
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。
第
１
回
の

本
号
で
は
、
神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、
島
根
、

宮
崎
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
す
。

＊
１
２
・
１
３
ペ
ー
ジ
に
「
各
地
の
つ
ど
い

開
催
状
況
一
覧
」
を
掲
載

　

２
０
１
４
年
１
１
月
１

日
、
夜
６
時
よ
り
、
横
浜

市
開
港
記
念
会
館
に
て
、

「
過
労
死
防
止
を
考
え
る

神
奈
川
の
つ
ど
い
」
と
題

し
、
過
労
死
防
止
法
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
は
、
神
奈
川

過
労
死
対
策
弁
護
団
が
主

催
し
、
神
奈
川
県
・
厚
生

労
働
省
神
奈
川
労
働
局
・

東
京
過
労
死
を
考
え
る
家

族
の
会
か
ら
の
後
援
を
い

た
だ
き
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
野
村
和
造
神
奈

川
過
労
死
対
策
弁
護
団
共

同
代
表
か
ら
の
開
会
挨
拶

の
後
、
神
奈
川
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課
長
か

ら
、
過
労
死
根
絶
に
向
け

た
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

　

続
い
て
、
玉
木
一
成

過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡

会
議
事
務
局
長
よ
り
、
過

【特集】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
全国各地で開かれた過労死防止のつどい（第１回）

労
死
防
止
法
の
意
義
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
基
調
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
過
労
死
を
考
え
る
家
族

の
会
の
方
々
か
ら
、
ご
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
訴
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

代
表
の
中
原
の
り
子
さ
ん
か
ら
は
、
「
私
に

は
夢
が
あ
る
。
過
労
死 

の
な
い
世
の
中
に

し
た
い
。
」
と
の
力
強
い
訴
え
が
あ
り
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
堤
浩
一
郎
神
奈
川
過
労
死
対

策
弁
護
団
共
同
代
表
か
ら
の
挨
拶
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
神
奈
川
に
お
け
る
今

後
の
過
労
死
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の

出
発
点
に
な
る
集
会
だ
っ
た
。
」
「
ご
遺
族

か
ら
の
直
接
の
訴
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
」
と
い
う
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

告
知
期
間
が
短
く
、
殆
ど
宣
伝
が
で
き

な
か
っ
た
点
は
反
省
す
べ
き
点
で
し
た
が
、

約
４
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

神
奈
川
在
住
の
ご
遺
族
は
大
変
多
い
の

で
、
今
後
も
、
神
奈
川
で
も
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
シ
ン
ポ
を
き
っ
か
け
に
、
行

政
や
遺
族
の
会
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
神

奈
川
で
も
過
労
死
防
止
セ
ン
タ
ー
設
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
過
労
死
防
止
を
考
え
る
神
奈
川
の
つ
ど
い
」

報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士　
笠
置　
裕
亮

 

野村和造神奈川過労死対策弁護団

共同代表からの開会挨拶

東京過労死を考える家族の会代表の

中原のり子さんからの力強いご挨拶
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大
阪
で
は
、
１
１
月
２
０
日
、
エ
ル
お

お
さ
か
で
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催

は｢

過
労
死
等
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
結
成
準
備
会
で
大
阪
労
働
局
、
大
阪

府
か
ら
後
援
を
い
た
だ
き
、
大
阪
労
働
局
、

連
合
大
阪
、
大
阪
労
連
、
大
阪
全
労
協
か

ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

　

行
政
、
労
働
３
団
体
が
一
堂
に
会
し
挨

拶
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
画
期
的
な
集

会
と
な
り
ま
し
た
。
集
会
の
参
加
者
は

１
４
１
名
で
、
開
会
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、

基
調
講
演
、
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

訴
え
、
基
調
報
告
、
閉
会
挨
拶
は
い
ず
れ

も
迫
力
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
大
阪

に
お
け
る
過
労
死
防
止
に
む
け
て
の
大
き

な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

　

最
初
に
関
西
大
学
名
誉
教
授
・
過
労
死

防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
代
表
幹
事
の
森
岡
孝

二
先
生
よ
り
「
国
、
地
方
自
治
体
と
民
間

団
体
が
手
を
た
ず
さ
え
て
過
労
死
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
新
し
い
ペ
ー
ジ
が
開
か

れ
た
」
と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

高
井
吉
昭
大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
長
と

労
働
３
団
体
の
代
表
よ
り
過
労
死
防
止
に

か
け
る
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
来
賓
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

松
丸
正
弁
護
士
（
過
労
死
防
止
大
阪
セ

ン
タ
ー
準
備
会
代
表
）
の
基
調
講
演
で
は
、

１
９
８
１
年
か
ら
の
大
阪
の
過
労
死
救
済

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
１
９
８
１
年
７
月

の
「
急
性
死
等
労
災
認
定
連
絡
会
」
の
発

足
や
田
尻
俊
一
郎
医
師
の
先
駆
的
な
取
り

組
み
の
話
を
さ
れ
、
そ
の
中
で
何
よ
り
も

「
過
労
死
防
止
に
は
使
用
者
に
よ
る
労
働
時

間
管
理
・
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
」
こ
と

を
強
調
さ
れ
「
過
労
死
救
済
元
年
か
ら
過

労
死
防
止
元
年
へ
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。 

　

過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
７
名
の
訴

え
は
、
「
何
と
し
て
も
こ
の
日
本
か
ら
過
労

死
を
な
く
し
た
い
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な

悲
し
い
思
い
を
す
る
家
族
を
こ
れ
以
上
つ

く
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
の
臨
場
感

溢
れ
る
も
の
で
、
参
加
者
の
涙
を
さ
そ
い

「
過
労
死
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
全
員

の
心
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
し
た
。
わ
た

し
は
あ
ら
た
め
て
こ
の
過
労
死
防
止
運
動

は
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
と
と
も
に

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

　

岩
城
穣
弁
護
士
の
基
調
報
告
で
は
、
過

労
死
防
止
法
は
、
（
１
）
過
労
死
の
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
過
労
死

防
止
基
本
法
対
策
の
効
果
的
な

推
進
を
国
と
地
方
自
治
体
の
責

務
と
し
た
う
え
で
、
（
２
）
①

過
労
死
に
関
す
る
総
合
的
な
研

究
調
査
、
②
国
民
に
対
す
る
教

育
・
広
報
を
通
じ
た
啓
発
、
③

過
労
死
に
関
す
る
相
談
体
制
の

充
実
、
④
過
労
死
問
題
に
関
わ

る
民
間
団
体
の
支
援
の
「
４
つ

の
防
止
対
策
」
を
お
こ
な
う
こ

と
と
し
、
（
３
）
そ
の
推
進
の

た
め
に
過
労
死
遺
族
も
加
わ
っ

た
「
協
議
会
」
の
意
見
を
聞
い

て
「
過
労
死
等
防
止
対
策
大
綱
」

を
作
り
毎
年
「
過
労
死
白
書
」

を
出
し
、
（
４
）
調
査
研
究
の

結
果
必
要
と
認
め
る
と
き
は

法
制
上
・
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

な
ど
を
定
め
て
い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

具
体
的
な
過
労
死
防
止
の
取
り
組
み
が
大

変
重
要
に
な
る
と
結
ば
れ
ま
し
た
。 

　

集
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
後
、
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
林
裕
悟
弁
護
士
が
「
法
律

は
出
来
た
け
れ
ど
も
過
労
死
防
止
を
具
体

的
に
ど
う
す
す
め
て
い
く
か
は
ま
だ
何
も

決
ま
っ
て
い
な
い
。
法
律
を
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
皆
様
の
過
労

死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　

「
過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
」
結
成
準

ー
過
労
死
救
済
元
年
か
ら
過
労
死
防
止
元
年
へ
ー 

大
阪
、
１
１・
２
０
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催 

　
　
　
「
過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
」
結
成
準
備
会　
事
務
局
長 　
柏
原　
英
人 

基
調
講
演
を
す
る
松
丸
弁
護
士

大阪シンポジウムの会場風景
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備
会
は
１
月
２
２
日
に
第
５
回
準
備
会
を

行
い
３
月
１
３
日
に
結
成
総
会
を
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
労
働
局
、

大
阪
府
と
の
合
同
で
の
懇
談
会
も
決
ま
り

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
阪
で
過
労
死
防
止
を
願
う

す
べ
て
の
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、
経
済

団
体
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、
国
や
地
方
自

治
体
が
行
う
過
労
死
に
関
す
る
調
査
研
究

の
推
進
、
教
育
・
啓
発
、
過
労
死
の
予
防
・

救
済
の
た
め
の
取
り
組
み
に
連
携
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
過
労
死
が
な

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
に
、
立

場
を
超
え
て
多
く
の
人
々
に
賛
同
し
て
も

ら
い
、
共
同
し
て
こ
の
大
阪
か
ら
日
本
か

ら
過
労
死
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
．
６
月
―
―
待
望
の
過
労
死
防
止
法
成

立
！

　

通
常
国
会
最
終
日
の
２
０
１
４
年
６
月

２
０
日
午
後
８
時
過
ぎ
、
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
が
最
終
法
案
と
し
て
参
議
院

本
会
議
に
お
い
て
全
会
派
一
致
で
成
立
し

た
。
超
党
派
議
員
連
盟
が
で
き
て
か
ら
１

年
、
過
労
死
防
止
基
本
法
制
定
全
国
実
行

委
員
会
が
署
名
・
院
内
集
会
・
地
方
自
治

体
で
の
意
見
書
採
択
を
始
め
て
か
ら
２
年

７
か
月
、
過
労
死
遺
族
と
弁
護
士
が
動
き

出
し
て
か
ら
５
年
余
り
、
も
う
こ
れ
以
上

過
労
死
を
出
さ
な
い
で
と
の
悲
痛
な
思
い

が
一
つ
の
形
に
な
っ
た
。
私
た
ち
の
願
い

を
多
く
の
方
々
が
立
場
を
越
え
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。

　

過
労
死
遺
族
は
せ
め
て
も
の
被
災
者
の

労
災
認
定
・
公
務
災
害
認
定
を
願
う
し
か

な
か
っ
た
が
、
認
定
さ
れ
て
も
企
業
に
謝

罪
さ
れ
て
も
失
っ
た
家
族
へ
の
想
い
は
尽

き
ず
喪
失
感
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
過
労
死
で
あ
っ
て
も
そ
の
立
証
さ

え
で
き
な
い
遺
族
も
多
い
。
こ
の
国
に
過

労
死
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
！
健
康
的
に

働
く
こ
と
が
で
き
、
働
く
こ
と
か
ら
命
が

守
ら
れ
る
国
に
！
遺
族
た
ち
の
強
い
願
い

だ
っ
た
。

２
．
７
月
―
―
成
立
報
告
会
を
兵
庫
で
！

　

兵
庫
労
災
を
考
え
る
家
族
の
会
は
兵
庫

過
労
死
弁
護
団
の
弁
護
士
の
協
力
の
も
と

過
労
死
防
止
法
制
定
兵
庫
実
行
委
員
会
を

１
２
年
５
月
に
７
０
名
で
立
ち
上
げ
、
幅

広
い
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、

署
名
・
意
見
書
採
択
・
国
会
議
員
へ
の
要

請
を
全
国
と
と
も
に
行
っ
て
き
た
。
意
見

書
を
全
国
に
先
駆
け
て
採
択
し
て
く
だ
さ

っ
た
議
員
さ
ん
達
に
、
全
国
２
位
の
署
名

を
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
労
組
始
め
多
く
の

方
々
に
、
過
労
死
防
止
法
成
立
の
ご
報
告

を
し
た
い
。

　

６
月
２
２
日
、
三
宮
街
頭
で
成
立
の
号

外
と
報
告
会
の
チ
ラ
シ
を
撒
い
た
。

　

７
月
２
７
日
の
成
立
報
告
会
は
、
県
庁

近
く
の
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
６
０
名
の
参
加

で
開
か
れ
た
。
全
国
実
行
委
員
会
事
務
局

長
岩
城
穣
弁
護
士
と
兵
庫
事
務
局
長
西
垣

か
ら
の
成
立
報
告
、
ポ
ッ
セ
川
村
遼
平
君

の
報
告
、
兵
庫
実
行
委
員
会
世
話
人
４
党

の
県
会
神
戸
市
会
議
員
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
遺
族
の
訴
え
、
兵
庫
の
活
動
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
方
と
成
立
を
喜
び

合
う
こ
と
が
で
き
た
。

３
．
兵
庫
実
行
委
員
会
を
発
展
的
に
継
承

す
る
組
織
を
！　
　

　

報
告
会
に
集
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

お
力
を
防
止
法
の
実
効
的
実
施
に
生
か
し

た
い
。

　

兵
庫
実
行
委
員
会
は
委
員
長
・
副
委
員

長
に
は
藤
原
精
吾
先
生
始
め
多
く
の
弁
護

士
さ
ん
に
お
願
い
し
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
が
、
事
務
局
は
家
族
の
会
が
担
当

し
、
方
針
決
定
・
実
践
・
作
業
等
ほ
ぼ
す

べ
て
を
こ
な
し
て
い
た
。
兵
庫
家
族
の
会

は
動
け
る
限
り
の
行
動
を
し
た
。
皆
さ
ま

方
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
ま
ま
歩
む
こ
と
は
難
し
い
。

　

防
止
法
実
施
を
長
年
支
え
て
い
く
に
は

　
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
兵
庫
セ
ン
タ
ー
を
設
立
！

　
　
　
全
国
過
労
死
家
族
の
会
兵
庫
代
表
・
兵
庫
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
垣　
迪
世
（
過
労
死
遺
族
）

　
　
　
兵
庫
過
労
死
弁
護
団
・
全
国
セ
ン
タ
ー
兵
庫
担
当
幹
事　
増
田　
祐
一
（
弁
護
士
）

兵庫センターの共同代表に就任した

西垣迪世さんと藤原精吾弁護士
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新
し
い
組
織
と
体
制
が
必
要
に
な
る
。
何

よ
り
事
務
局
長
の
若
返
り
が
必
要
だ
っ
た
。

「
西
垣
よ
り
若
い
事
務
局
長
を
！
」
そ
の
思

い
を
藤
原
・
渡
部
吉
泰
両
弁
護
士
に
お
伝

え
し
て
今
西
雄
介
弁
護
士
に
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
。

４
．
９
月
―
―
兵
庫
セ
ン
タ
ー
準
備
会
立

ち
上
げ
と
兵
庫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
取
り
組

み
へ

　

今
西
先
生
以
下
、
若
い
弁
護
士
の
先
生

た
ち
と
家
族
の
会
が
９
月
１
０
日
準
備
会

を
立
ち
上
げ
た
。
目
標
は
と
り
あ
え
ず

１
１
月
の
兵
庫
セ
ン
タ
ー
設
立
と
兵
庫
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。

　

弁
護
士
さ
ん
達
は
お
忙
し
い
仕
事
の
合

間
、
何
度
も
会
議
を
繰
り
返
し
計
画
を
進

め
て
く
だ
さ
っ
た
。
２
カ
月
余
り
の
間
に

二
つ
の
大
き
な
課
題
の
準
備
は
正
直
大
変

だ
っ
た
。
た
だ
、
県
会
議
員
さ
ん
他
の
応

援
も
あ
り
、
兵
庫
労
働
局
と
も
打
ち
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
何
と
か
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。
若
い
事
務
局
長
の
誕
生
は

本
当
に
よ
か
っ
た
と
実
感
！　

５
．
１
１
月
―
―
兵
庫
セ
ン
タ
ー
設
立
と

過
労
死
防
止
対
策
推
進
月
間
兵
庫
シ
ン
ポ

の
成
功
！　

　

２
０
１
４
年
１
１
月
１
２
日
神
戸
市
教

育
会
館
に
て
、
１
３
～
１
３
時
４
０
分
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
兵
庫
セ
ン
タ
ー
設

立
参
加
５
０
名
、
１
４
時
半
～
１
７
時
兵

庫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
参
加
１
３
０
名
。

会
場
は
労
働
局
が
一
日
借
り
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

セ
ン
タ
ー
設
立
は
、
今
西
事
務
局
長
か

ら
の
規
約
説
明
・
採
決
・
藤
原
弁
護
士
と

西
垣
共
同
代
表
挨
拶
・
井
上
智
志
弁
護
士

設
立
宣
言
読
み
上
げ
で
早
々
に
終
了
し
た
。

多
く
の
懐
か
し
い
お
顔
が
並
ぶ
。
１
０
月

末
に
記
者
会
見
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
が
駆
け
つ
け
報
道
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
は
兵
庫
労
働
局
主
催
、
兵
庫
セ

ン
タ
ー
準
備
会
・
兵
庫
労
災
を
考
え
る
家

族
の
会
・
兵
庫
弁
護
士
会
協
力
で
開
催
さ

れ
、
労
働
局
長
挨
拶
・
労
働
基
準
部
長
法

案
説
明
・
森
岡
孝
二
先
生
講
演
・
三
木
啓

子
さ
ん
講
演
・
家
族
の
会
の
話
。
企
業
の

参
加
が
多
く
あ
り
画
期
的
な
シ
ン
ポ
と
な

っ
た
。
労
働
局
と
兵
庫
セ
ン
タ
ー
の
信
頼

関
係
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
に
は
大
き

な
意
義
が
あ
る
。
今
ま
で
多
く
の
遺
族
が

労
災
認
定
を
巡
っ
て
裁
判
で
相
対
し
た
の

だ
か
ら
。
ま
だ
ま
だ
相
対
す
る
場
面
も
続

く
が
。

　

藤
原
弁
護
士
は
、
「
過
労
死
防
止
法
は
、

仕
事
を
人
間
ら
し
い
労
働
に
す
る
社
会
に

向
け
て
の
夜
明
け
を
呼
び
寄
せ
る
役
割
を

担
う
も
の
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
防
止
法
取
り
組
み
の
兵
庫
の
拠
点

が
で
き
た
の
だ
。　
　
　
　

６
． 

今
後
の
展
望

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
は
、
「
政
府

は
、
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
大
綱
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の
大
綱
の
作
成
が
今
後
進
め

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
兵
庫
か
ら
も

し
か
る
べ
き
意
見
を
あ
げ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
関
係
各
機

関
と
の
関
係
を
深
め
、
啓
発
活
動
、
教
育

活
動
、
相
談
活
動
等
具
体
的
な
過
労
死
防

止
施
策
の
実
施
に
尽
力
し
、
同
法
を

実
効
あ
ら
し
め
る
も
の
に
し
た
い
。
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私
は
、
一
昨
年
の
１
０
月
２
２
日
任
期

満
了
に
よ
り
浜
田
市
議
会
議
員
職
（
四
期
）

を
勇
退
し
、
残
さ
れ
た
人
生
の
締
め
く
く

り
と
し
て
、
最
大
限
の
趣
味
を
活
か
そ
う

と
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
建
て
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
計
画
は
「
軽
画
」
と
化
し
ア
ッ

と
言
う
間
に
未
実
施
の
ま
ま
一
年
が
経
ち
、

立
ち
止
ま
る
と
秋
空
に
ど
ん
よ
り
と
し
た

雲
を
見
つ
け
、
私
の
胸
の
内
が
視
え
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
昨

年
９
月
２
８
日
の
夜
、
岩
城
穣
弁
護
士
か

ら
私
の
携
帯
に
電
話
が
あ
り
「
過
労
死
防

止
啓
発
月
間
と
し
て
、
１
１
月
中
に
全
国

で
北
海
道
・
三
多
摩
・
愛
知
・
京
都
・
大

阪
・
兵
庫
・
鳥
取
・
福
岡
・
神
奈
川
・
宮

城
県
で
つ
ど
い
の
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
島
根
県
で
も
是
非
、
開
催
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
全
く
同
感
す
る
気

は
起
こ
ら
ず
、
快
諾
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
よ
く
よ
く
刺
激
の
無
い
日
々
を
過

ご
す
事
へ
の
気
持
ち
を
考
え
た
時
、
こ

の
際
奮
起
し
よ
う
と
気
分
一
新
し
た
う

え
で
、
そ
し
て
岩
城
穣
弁
護
士
の
思
い

を
叶
え
る
た
め
に
、
猪
突
猛
進
・
現
場

主
義
精
神
を
思
い
出
し
、
改
め
て
過
労

死
防
止
運
動
を
島
根
県
内
に
広
め
よ
う

と
奮
起
し
始
め
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
地
元
の
秋
の
例
大
祭
と

重
な
っ
て
い
た
た
め
、
秋
祭
り
後
の

１
０
月
７
日
松
江
市
の
【
連
合
島
根
】

に
行
き
、
事
務
局
長
と
事
前
協
議
・
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
、「
過

労
死
防
止
法
を
我
が
島
根
県
で
推
進
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
国
・
地
方
自
治
体
・

労
働
側
・
経
営
者
側
・
県
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
実
現
し
ま

せ
ん
。
島
根
県
内
の
労
働
側
を
代
表
し

て
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

懇
願
い
た
し
、
快
諾
を
い
た
だ
き
１
１
月

２
９
日
く
に
び
き
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で

「
過
労
死
防
止
を
考
え
る
島
根
の
つ
ど
い
」

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
の
開
催
を
決
め
た
も
の
の
、
会

場
使
用
料
・
看
板
等
資
料
作
成
費
・
講
師
料
・

パ
ネ
ラ
ー
謝
礼
費
等
の
財
源
を
ど
う
確
保

す
る
の
か
、
主
催
者
、
来
賓
選
出
、
協
力
、

後
援
団
体
を
ど
の
よ
う
に
お
願
い
す
る
か
、

基
調
講
演
を
誰
に
お
願
い
す
る
か
、
パ
ネ

ラ
ー
は
ど
の
よ
う
な
運
び
で
開
催
す
る
か

等
、
私
と
連
合
島
根
事
務
局
長
の
二
人
は

頭
を
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
ま
で
の
間
、

幾
度
と
な
く
浜
田
市
と
松
江
市
を
往
復
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
連
絡
で
情
報
交
換
し
た
の

で
す
。

　

財
源
等
を
含
め
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結

果
、
趣
意
書
を
作
成
し
て
行
政
機
関
や
県

市
町
村
議
会
・
経
営
者
協
会
へ
の
働
き
か

け
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
１
０
月

１
６
日
島
根
県
知
事
と
知
事
室
で
対
面
し

趣
旨
を
述
べ
、
知
事
も
過
労
死
防
止
法
に

は
深
く
理
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

島
根
県
議
会
議
長
室
を
訪
問
し
て
事
務
局

長
に
趣
意
書
を
お
渡
し
し
た
の
で
す
。
こ

の
日
を
皮
切
り
に
東
部
方
面
か
ら
安
来
市

役
所
・
市
議
会
事
務
局
に
行
き
、
議
長
（
島

根
県
市
議
会
議
長
会
会
長
）
に
直
接
出
会

っ
て
趣
旨
を
説
明
し
て
趣
意
書
を
お
渡
し

い
た
し
ま
し
た
。
安
来
市
議
会
議
長
は
、

く
に
び
き
メ
ッ
セ
の
会
場
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

こ
の
時
期
、
日
本
海
は
荒
れ
て
い
ま
し
た

の
で
隠
岐
の
島
町
を
含
め
た
４
島
の
町
村

長
・
議
長
へ
の
訪
問
は
取
り
止
め
、
郵
送

で
趣
意
書
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
こ
の
、

４
町
村
を
除
く
県
内
１
４
市
町
の
首
長
と

議
長
へ
は
直
接
出
向
き
、
趣
意
書
を
提
出
、

手
渡
し
し
た
の
で
す
。
西
部
方
面
の
津
和

野
町
役
場
ま
で
、
全
て
の
市
町
村
含
め
た

機
関
へ
の
訪
問
を
終
え
た
の
が
１
０
月

２
４
日
で
し
た
。

　

こ
の
趣
意
書
の
要
旨
は
、
『
島
根
県
民
か

ら
過
労
死
等
を
出
さ
せ
な
い
』
と
の
社
会

的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
「
過
労
死
防
止

を
考
え
る
島
根
の
つ
ど
い
」
開
催
に
対
す

る
、
行
政
職
員
・
県
市
町
村
議
員
・
経
営

者
協
会
・
労
働
組
合
・
県
民
等
の
積
極
的

な
参
加
と
、
協
賛
金
へ
の
理
解
と
賛
同
を

「
過
労
死
防
止
を
考
え
る
島
根
の
つ
ど
い
」
実
施
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
浜
田
市
議
会
議
員　
三
浦　
一
雄
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求
め
る
も
の
で
し
た
。

　

行
政
側
・
議
会
側
か
ら
の
参
加
に
対
す

る
理
解
は
得
ま
し
た
が
、
協
賛
金
に
対
し

て
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
想
定
外
の
結
果
と
し
て
、
私
が
現
在
で

も
過
労
死
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
を

知
っ
た
浜
田
市
・
江
津
市
民
等
の
方
々
か

ら
、
個
人
協
賛
金
を
い
た
だ
い
た
時
は
感

動
も
の
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
財
源
面
で
は
、
個
人
・
団

体
（
一
部
の
自
治
体
と
議
会
、
経
営
者
協
会
、

労
働
組
合
等
）
・
会
場
で
の
カ
ン
パ
箱
設
置

（
参
加
者
か
ら
の
寄
付
）
・
連
合
島
根
の
負

担
金
を
合
わ
せ
、
２
８
５
０
０
０
円
確
保

で
島
根
の
つ
ど
い
が
開
催
で
き
た
の
で
す
。

　

過
労
死
防
止
を
考
え
る
島
根
の
つ
ど
い

の
内
容
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
「
過
労

死
防
止
を
考
え
る
島
根
の
会　

代
表
世
話

人
」
と
し
て
私
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
来
賓

挨
拶
で
は
島
根
労
働
局
長
・
島
根
県
副
知

事
・
島
根
県
議
会
議
長
か
ら
あ
い
さ
っ
が

あ
り
、
基
調
講
演
は
寺
西
笑
子
様
に
「
過

労
死
防
止
法
に
か
け
る
思
い
」
と
題
し
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
佳
境
と

な
っ
た
と
き
、
会
場
内
か
ら
は
す
す
り
泣

く
方
々
や
、
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
押
さ
え

る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
パ
ネ
ラ
ー
方
式
で
、
寺
西
笑
子
家
族
の

会
代
表
世
話
人
・
島
根
県
経
営
者
協
会
副

会
長
・
高
橋
真
一
弁
護
士
・
連
合
島
根
副

事
務
局
長
に
パ
ネ
ラ
ー
を
お
願
い
し
て
、

島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
長
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
、
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
つ
ど
い
を
進
行
し
て

い
た
だ
き
、
最
後
に
「
島
根
に
お
け
る
過

労
死
撲
滅
を
め
ざ
す
」
宣
言
採
択
を
連
合

島
根
事
務
局
長
が
提
起
、
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
１
７
２

名
で
し
た
。
突
然
の
衆
議
院
解
散
は
、
参

加
を
予
定
し
て
い
た
議
員
か
ら
『
選
挙
の

関
係
で
行
け
な
く
て
本
当
に
申
し
訳
な
か

っ
た
で
す
』
と
５
名
の
方
々
か
ら
声
掛
け

が
年
末
に
あ
り
ま
し
た
。

　

島
根
の
つ
ど
い
が
閉
会
後
、
会
場
内
で

参
加
者
か
ら
『
寺
西
さ
ん
の
話
を
も
っ
と

聴
き
た
か
っ
た
で
す
。
過
労
死
防
止
法
の

中
身
が
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
発
言
す

る
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
活
動
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
注

目
し
て
い
ま
す
よ
』
等
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
私
の
嫁
も
長
男
夫
婦
も
『
や
は
り
来

て
良
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
島
根
県
で
の

開
催
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
だ
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
鳥
取
県
米
子

市
在
住
の
高
橋
真
一
弁
護
士
、
自
死
遺
族

会
「
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
」
と

連
携
プ
レ
ー
の
な
か
で
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」
の
制
定
・

施
行
に
合
わ
せ
て
、
宮
崎
で
は
昨
年
１
１

月
１
９
日
に
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

を
得
て
、
「
過
労
死
を
防
止
す
る
宮
崎
県
の

つ
ど
い
」
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

主
催
は
、
働
く
人
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
宮
崎
県
連
絡
会
で
、
宮
崎
労
働
局
の

後
援
、
宮
崎
労
働
弁
護
団
の
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
労
働
局
か
ら
は
開
会
の
挨

拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
崎
生
協
病
院
か
ら
は
、
永
友
英
之
医

師
（
呼
吸
器
内
科
）
に
よ
る
「
働
き
過
ぎ

で
な
ぜ
死
に
至
る
の
か
？
」
と
題
し
て
医

師
の
立
場
か
ら
報
告
が
あ
り
、
地
方
セ
ン

タ
ー
結
成
の
必
要
性
を
強
調
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

西
田
隆
二
弁
護
士
か
ら
は
、
「
宮
崎
に
も

あ
る
過
労
死
、
過
労
自
死
」
と
題
し
て
、

宮
崎
の
実
態
や
事
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
の
内
容
、

施
行
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
、
実
効
性
を
持

た
せ
る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
詳
細
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
大
切
な
家
族
を
亡

く
し
て
苦
し
ん
で
い
る
遺
族
の
実
態
や
、

そ
の
遺
族
を
支
え
る
支
援
者
や
弁
護
士
の

闘
い
な
ど
、
今
ま
で
表
に
出
る
こ
と
の
な

か
っ
た
当
事
者
の
生
の
声
を
初
め
て
県
民

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
大
き
な

意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
遺
族
の
発

言
は
２
名
だ
け
で
し
た
が
、
過
重
労
働
か

ら
脳
疾
患
を
発
症
し
た
夫
を
亡
く
し
た
妻

と
、
過
重
労
働
と
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り
２
３

歳
で
自
死
し
た
息
子
を
持
つ
母
親
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
各
々
の
思
い
を
、

２
０
分
ず
つ
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

～
宮
崎
に
も
あ
る
過
労
死
、
過
労
自
死
～

「
過
労
死
防
止
法
施
行
記
念
　
過
労
死
を
防
止
す
る
宮
崎

の
つ
ど
い
」
ご
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
　
　
桐
木
　
弘
子
（
過
労
死
遺
族
）　
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「
宮
崎
に
も
こ
れ
ほ
ど
深
刻
な
過
労
死
、

過
労
自
死
が
起
き
て
い
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
」
「
遺
族
が
勇
気
を
持
っ
て
話
を
し

た
こ
と
に
感
動
し
た
。
」
な
ど
、
そ
の
内
容

の
重
さ
に
会
場
に
来
て
い
た
人
々
が
衝
撃

を
受
け
、
発
言
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
様

子
は
、
壇
上
の
私
か
ら
も
は
っ
き
り
わ
か

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

中
学
校
教
師
だ
っ
た
夫
を
亡
く
さ
れ
た

遺
族
か
ら
は
、
脳
疾
患
を
発
症
し
植
物
状

態
だ
っ
た
夫
を
、
小
さ
い
子
供
を
育
て
な

が
ら
３
年
半
に
及
ぶ
看
病
の
す
え
亡
く
し

た
悲
し
み
、
無
力
感
、
さ
ら
に
公
務
災
害

認
定
ま
で
の
困
難
、
苦
労
の
訴
え
が
あ
り
、

皆
の
涙
を
誘
い
ま
し
た
。　
　

　

私
か
ら
は
、
息
子
が
行
方
不
明
に
な
っ

て
３
日
後
に
遺
体
と
対
面
す
る
と
き
の
恐

怖
、
息
子
が
自
死
に
至
る
ま
で
の
出
来
事

と
変
わ
り
果
て
て
い
く
息
子
を
救
え
な
か

っ
た
自
責
の
念
、
過
労
死
は
誰
に
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
家
族
を
守
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
な
ど
を
発
言
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
崎
で
、
た
っ
た

一
人
の
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
の
会

員
で
あ
る
私
は
、
家
族
会
の
遺
族
や
支
援

者
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
宮
崎
で
署
名
活
動

を
し
て
き
た
こ
と
、
厚
労
省
前
で
の
ビ
ラ

配
り
や
国
会
議
員
に
訴
え
る
た
め
の
院
内

集
会
へ
の
参
加
や
発
言
な
ど
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

も
述
べ
、
全
国
の
遺
族
や
過
労
死
弁
護
団
、

有
識
者
な
ど
の
力
が
結
集
さ
れ
、
３
年
余

り
の
絶
え
間
な
い
必
死
の
活
動
の
結
果
、

や
っ
と
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
感
想
に
、
「
過
労
死
防
止
法
制

定
に
漕
ぎ
着
け
た
運
動
に
敬
服
す
る
。
」
と

い
う
文
言
が
あ
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
つ
ど
い
の
様
子
は
、
県
民
が
最
も

読
ん
で
い
る
地
方
紙
の
宮
崎
日
日
新
聞
に

翌
日
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
週
末
に
は
民
放

で
も
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
宮

崎
県
民
の
目
と
耳
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

第
一
回
目
の
取
り
組
み
と
し
て
は
大
成
功

を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宮
崎
の
地
で
こ
れ
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
主
催
者
の
い
の

健
セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
松
本
さ
ん
の
素
早

い
行
動
力
と
、
西
田
弁
護
士
の
責
任
感
と

情
熱
、
宮
崎
日
日
新
聞
の
労
働
組
合
関
係

者
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
す
。
弁
護
士
の
参
加
も
２
０
名
と
多
く
、

つ
ど
い
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
も
の
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
３
０
名
程
度
の
会
場
を
予
定
し

て
い
た
の
が
、
宮
日
新
聞
労
働
組
合
の
協

力
に
よ
り
２
５
０
名
収
容
の
宮
日
会
館
が

無
償
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、

成
功
の
要
因
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
き
な
会
場
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
で
き
る
限
り
多
く

の
人
に
声
を
か
け
、
特
に
弁
護
団
の
皆
さ

ん
は
手
分
け
し
て
多
数
の
関
係
機
関
に
声

を
か
け
て
頂
く
な
ど
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ

た
こ
と
で
、
私
は
１
人
で
は
な
く
な
り
、

中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
宮
崎
で
も
、
た
く

さ
ん
の
仲
間
と
協
力
し
合
っ
て
、
過
労
死

を
無
く
す
た
め
に
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
、
皆
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
１
つ
ず

つ
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
第
２
回
宮

崎
の
つ
ど
い
開
催
に
向
け
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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【資料】過労死防止啓発月間　各地のつどい　開催状況一覧
　　　　　2015・1・29 現在、開催日順

都道府 開催日時 会場 名称 講師など（敬称略） 主催・後援 参加人数

神奈川
県

11月1日(土)
開港記
念館6号

室

過労死防止を考える神
奈川のつどい

「過労死防止法の意義と今後
の展望」（玉木一成弁護士）

主催／神奈川過労死対策弁護団
後援／神奈川県・神奈川労働局・
東京過労死家族の会

約

京都府
11月8日(土)
13:30～16:30

京都弁
護士会

館

過労死を考える京都の
つどい

講演「過労死とは、過労死防止
法にかける思い」（寺西笑子）、
「過労死等防止対策推進法は
何を求めているか」（古川拓弁
護士）

主催／過労死を考える京都のつど
い実行委員会
後援／京都労働局、京都府、京都
市、京都弁護士会

東京都
(三多摩)

11月12日(水)
18:30～20:30

立川市
民会館

第１会議
室

過労死を考える三多摩
のつどい～過労死等防
止対策推進法の施行に
あたって～

「過労死の実情と求められる防
止対策」（尾林芳匡弁護士）

主催／三多摩過労死弁護団
共催／東京過労死を考える家族
の会
後援／東京労働局

兵庫県
11月12日(水)
14:30～16:30

神戸市
教育会
館大

ホール

過労死等防止啓発月間
シンポジウム

「念願の過労死防止法が制定
されました」（森岡孝二）、講演
（三木啓子）

主催／兵庫労働局
協力／過労死等防止対策推進兵
庫センター準備会、兵庫労災を考
える家族の会、兵庫県弁護士会

宮崎県
11月19日（水）

18:00～

宮日会
館１１階
ホール

過労死防止法施行記念
過労死を防止する宮崎
県のつどい
～宮崎にもある過労死、
過労自死をどう防ぐか～

「働き過ぎでなぜ死に至るの
か？」（永友英之医師）、「宮崎
にもある過労死、過労自死～過
労死防止法の意義（西田隆二
弁護士）、過労死遺族の訴え

主催／働く人といのちと健康を守
る宮崎県連絡会
後援／宮崎労働局

約

千葉県
11月19日（水）
18：30～20：30

千葉市
文化セ
ンター

過労死を考える千葉の
つどい

「過労死の実情と求められる防
止対策」（尾林芳匡弁護士）、過
労死遺族の訴え

主催／過労死を考える千葉のつど
い実行委員会
後援／千葉労働局

福岡県
11月19日(水)
17:30～19:30

博多バ
スターミ
ナル9階

過労死防止対策シンポ
ジウム～過労死等防止
対策推進法を活かして
過労死ゼロの社会へ

「意識を変え、制度を改める推
進力に　過労死防止法成立の
意義と課題」（岩城 穣弁護士）

主催／過労死防止福岡センター設
立準備会
共催／九州労働弁護団、自由法
曹団福岡支部、福岡青年法律家
協会
後援／福岡労働局、全国過労死
を考える家族の会、過労死弁護団
全国連絡会議

約

大阪府
11月20日(木)
18:30～20:30

エル大
阪南館5
階ホー

ル

過労死等防止対策推進
法　啓発月間シンポジウ
ム

「過労死救済元年から過労死
防止元年へ」（松丸正弁護士）、
「過労死防止法の内容と意義」
（岩城穣弁護士）、遺族からの
訴え

主催／過労死防止大阪センター設
立準備会
後援／大阪労働局、大阪府

宮城県
11月21日（金）

18：30～

仙台市メ
ディア
テーク

スタジオ
シアター

過労死防止フォーラム
子どもたちに過労死のな
い社会を

新法についての説明（宮城労働
局）、遺族の訴え、中学校教員
の過重労働の実態（現役教員）

主催／東北希望の会
後援／宮城県

約

静岡県
11月21日(金)
18:30～20:30

静岡労
政会館

過労死を考える静岡県
のつどい～過労死等防
止対策推進法の施行に
あたって～

　「過労死の実情と求められる
防止対策」（岩井羊一弁護士）

主催／静岡県労働・過労死問題
弁護団
共催／静岡県働くものの安全と健
康を守るセンター、静岡過労死家
族の会
後援／静岡労働局

愛知県
11月22日(土)
13:30～16:00

ウインク
あいち

過労死防止を考えるつど
いin名古屋　なくそう過労
死まもろう労働基準法

講演（愛知労働局監督課長）、
講演（岩井洋一弁護士）、過労
死遺族の訴え

主催／名古屋過労死を考える家
族の会
後援／愛知労働局、愛知県、名古
屋市、愛知県弁護士会

石川県
11月22日（土）
14:00～16:30

石川県
地場産
業振興
センター
第11研
修室

過労死をなくそう！石川
県のつどい

「過労死防止法施行の意義と
内容について」（ 岩城穣弁護
士）

主催／働くもののいのちと健康を
守る石川センター
後援／石川県労働局、石川県

約

北海道
11月22日（土）
14:00～17:00

北海道
クリス

チャンセ
ンター

過労死を考える市民集
会～過労死等防止対策
推進法の施行にあたっ
て～

「法制定までの活動と、法を活
かした過労死根絶の取り組み」
（寺西笑子）、「過労死等防止対
策推進法の実効性担保のため
にできること」（皆川洋美弁護
士）

主催／過労死を考える市民集会
実行委員会
後援／北海道労働局、北海道

秋田県
11月24日（月）
13:00～15:00

くらしと
労働会

館

過労死の防止を考える
集いin秋田

新法の説明（秋田労働局）、過
労死遺族２名の報告

主催／秋田過労死弁護団
後援／秋田県労働組合総連合
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福井県
11月28日（金）
18:30～20：00

福井県
国際交
流会館
第１・２
会議室

過労死等防止対策推進
法施行記念　過労死シン
ポin福井

「過労死等防止対策推進法の
意義」（海道宏実弁護士）、 「法
制定に向けた遺族の思いと今
後への期待」（寺西笑子）

主催／福井過労死弁護団
後援／福井労働局，福井県，全国
過労死を考える家族の会

約

島根県
11月29日（土）
14時～16時

松江市く
にびき

メッセ国
際会議

場

過労死防止を考える島
根のつどい

「過労死とは、過労死防止法に
かける思い（寺西笑子）、パネ
ルディスカッション

主催／過労死防止を考える島根
の会、連合島根
協力／島根労働局，島根県、島根
県議会、島根県市長会、島根県町
村会、島根県市議会議長会、島根
県町村議町会
後援／全国過労死を考える家族
の会、過労死弁護団全国連絡会
議、自死遺族会「しまね分かち合
いの会・虹」

鳥取県
11月30日（日）
13時～15時

とりぎん
文化会
館　第２
会議室

過労死をなくす鳥取県の
つどい

基調講演（寺西笑子）、「過労死
等防止対策推進法の意義と内
容」（高橋真一弁護士）、シンポ
ジウム

主催／過労死をなくす鳥取県のつ
どい実行委員会
後援／鳥取労働局、鳥取県

広島県
12月2日（火）

18:30～

広島ＹＭ
ＣＡ国際
文化セ
ンター2
号館　大
会議室

過労死を防止する県民
のつどい～過労死のな
い社会を実現するために
～

「過労死防止法の意義と課題」
（岩城穣弁護士）

主催／広島労働弁護団
後援／広島労働局

約

滋賀県
12月7日（日）
14:00～16:30

大津市
ふれあ

いプラザ
大会議

室

過労死を考える滋賀の
つどい

「過労死・過労自死とは、過労
死防止法にかける思い」（寺西
笑子）、「過労死防止法は私た
ちに何を求めているか」（古川
拓弁護士）、遺族の発言等

主催／過労死を考える滋賀のつど
い実行委員会
後援／滋賀労働局、滋賀県、大津
市

三重県
12月20日（土）
13:30～16：00

四日市・
じばさん

三重

過労死を考える三重の
つどい　過労死等防止対
策推進法の施行をうけて

講演（三重労働局労働基準部
長）、基調講演（鈴木美穂）、基
調報告（小貫陽介弁護士）、過
労死遺族の訴え

主催／名古屋過労死を考える家
族の会、過労死弁護団三重
後援／三重労働局、全国過労死
を考える家族の会、過労死弁護団
全国連絡会議

約

大分県
1月13日（火）
14:00～15:30

大分県
弁護士
会館

過労死を防止するつどい
in大分

基調講演（森岡孝二）、過労死
遺族からの訴え等

主催／過労死等防止対策推進大
分センター設立準備会
後援／大分労働局
共催／九州労働弁護団

和歌山
県

1月16日（金）
18：30～

新橘ビ
ル８階会

議室

いのけん学習集会－過
労死防止を考える－

「過重労働対策の現状とこれか
ら」（和歌山労働局監督課長）、
「意識を変え、制度を改める推
進力に　過労死防止法成立の
意義と課題」（岩城穣弁護士）、
過労死遺族の訴え

働くもののいのちと健康を守る和
歌山県センター

岡山県
1月17日（土）
13：00～14：30

岡山労
働福祉
事業会
館５階

過労死をなくそう！過労
死等防止対策推進法制

定記念のつどい

記念講演（寺西笑子）、「過労死
防止法の内容と意義」（清水善
朗弁護士）

主催／岡山過労死を考える家族
の会
後援／岡山労働局、岡山県、岡山
県労働組合会議、岡山県労災職
業病過労死連絡センター

約

山梨県
1月17日（土）
13：30～16:00

かいてら
す（山梨
県地場
産業セ
ンター）
２階大会

議室

過労死防止法成立記念
講演会

開会あいさつ（山梨労働局監督
課長）、「過労死等防止対策推
進法の意義と今後」（山際誠弁
護士）ほか

主催／働くもののいのちと健康を
守る山梨県センター
後援／山梨労働局
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本
法
律
の
第
７
条
に
、
政
府
は
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め

の
対
策
に
関
す
る
大
綱
（
基
本
計
画
の
よ

う
な
も
の
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
厚
生
労
働
大
臣
は
大
綱
の
案
を
作

成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機

関
の
長
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
遺
族
ら

を
メ
ン
バ
ー
に
し
た
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
過
労

死
防
止
法
に
魂
を
入
れ
実
効
性
あ
る
も
の

に
す
る
重
要
な
位
置
づ
け
に
な
る
も
の
で

す
。

　

昨
年
１
２
月
１
７
日
、
厚
生
労
働
省
内

に
お
い
て
第
１
回
過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

多
く
の
傍
聴
人
と
メ
デ
ィ
ア
報
道
関
係
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
関
心
度
の
高
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
協
議
会
委
員
の
当
事

者
代
表
は
過
労
死
家
族
の
会
か
ら
４
人
（
寺

西
、
中
原
、
中
野
、
西
垣
）
、
労
働
者
代
表

は
連
合
か
ら
４
人
。
使
用
者
代
表
か
ら
４

人
（
経
団
連
、
中
小
企
業
団
体
、
日
本
商

工
会
議
所
、
東
京
経
営
者
協
会
）
。
専
門
知

識
を
有
す
る
代
表
は
、
森
岡
先
生
、
川
人

弁
護
士
、
岩
城
弁
護
士
を
含
む
８
人
、
合

計
２
０
人
で
す
。
各
委
員
は
塩
崎
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
２
年
任
期
非
常
勤
の
任
命
を

受
け
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
の
挨
拶
が

あ
り
、
自
ら
も
過
労
死
防
止
基
本
法
の
制

定
を
目
指
す
超
党
派
議
員
連
盟
の
一
員
と

し
て
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
、
省
内
に
お
い
て
も
長
時
間
労
働
削
減

推
進
本
部
を
設
け
過
重
労
働
の
撲
滅
に
向

け
た
取
組
や
働
き
方
の
見
直
し
に
つ
い
て

企
業
へ
の
働
き
か
け
の
強
化
を
進
め
て
い

る
と
し
、
協
議
会
委
員
と
し
て
知
識
や
経

験
に
基
づ
い
た
意
見
を
頂
き
行
政
機
関
と

連
携
し
て
過
労
死
防
止
対
策
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
臣
は
他
の
公
務
で
中
座
さ
れ
、
各
委

員
の
紹
介
後
に
会
長
が
選
出
さ
れ
、
会
長

に
岩
村
委
員
（
東
大
教
授
）
、
会
長
代
理
は

堤
委
員
（
北
里
大
学
教
授
）
に
決
ま
り
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
資
料
説
明
と
成
立
後

の
取
り
組
み
と
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め

の
対
策
（
調
査
研
究
等
、
啓
発
、
相
談
体

制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
に
対
す
る
支
援
）

と
予
算
要
求
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
本

法
律
は
す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
こ
と
を

過
労
死
防
止
法
に
魂
を
入
れ
実
効
性
あ
る
防
止
策
へ
！

第
１
回
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
西 

笑
子
（
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会　
代
表
）



創刊号 新 ストップ！過労死　全国ニュース 2015 年 2 月 18 日

15

実
感
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
事
者
代
表
委
員
の
寺
西
、

中
野
さ
ん
、
中
原
さ
ん
、
西
垣
さ
ん
と
順

次
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
発
言
趣
旨
は

当
事
者
の
事
例
（
外
食
産
業
、
学
校
職
場
、

医
療
職
場
、
Ｓ
Ｅ
職
場
）
、
協
議
会
へ
の
要

望
と
期
待
な
ど
３
分
程
度
に
ま
と
め
て
話

し
ま
し
た
。
被
災
し
た
家
族
は
真
面
目
で

責
任
感
が
強
く
仕
事
熱
心
、
優
秀
な
人
が

長
時
間
過
重
労
働
に
陥
り
過
労
死
す
る
実

態
を
訴
え
、
公
務
災
害
の
統
計
と
関
係
省

庁
の
参
加
、
労
働
者
の
環
境
改
善
、
勤
務

時
間
の
管
理
、
中
高
大
学
に
向
け
て
の
ワ

ー
ク
ル
ー
ル
教
育
を
お
こ
な
う
な
ど
、
要

望
し
ま
し
た
。

　

労
働
者
代
表
か
ら
過
労
死
防
止
法
が
全

会
派
一
致
で
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
立

法
府
か
ら
行
政
府
に
対
し
て
重
い
指
示
が

下
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
過
労
死
防
止
す

る
た
め
に
は
長
時
間
労
働
防
止
の
た
め
の

具
体
的
な
法
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
と

の
意
見
が
だ
さ
れ
、
連
合
が
組
織
的
に
取

り
組
ん
だ
、
自
ら
の
職
場
か
ら
過
労
死
を

出
さ
な
い
と
の
宣
言
を
採
択
し
た
労
働
組

合
は
約
６
４
０
０
件
に
の
ぼ
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

使
用
者
側
か
ら
は
、
法
案
成
立
後
に
塩

崎
厚
労
大
臣
や
労
働
局
か
ら
長
時
間
労
働

削
減
を
始
め
と
す
る
働
き
方
改
革
に
向
け

た
要
請
が
あ
っ
た
と
の
報
告
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
個
別
企
業
労
使

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

有
識
者
か
ら
は
、
過
労
死
問
題
は
氷
山

の
一
角
で
あ
る
こ
と
、
認
定
さ
れ
な
い
事

例
の
中
に
重
大
な
問
題
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
と
の
指
摘
や
脳
心
臓
疾
患
に
つ
い
て

の
統
計
が
な
い
な
ど
。
労
働
時
間
の
実
態

把
握
、
企
業
調
査
、
労
働
者
調
査
な
ど
調

査
研
究
へ
の
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
村
会
長
か
ら
、
今
後
は
厚
生
労
働
省

所
管
だ
け
で
は
な
く
公
務
部
門
に
つ
い
て

も
本
協
議
会
で
の
大
綱
で
定
め
る
べ
き
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
受
け
入
れ
ら
れ
一
歩

前
進
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
過
労

死
を
防
止
す
る
観
点
の
総
論
は
一
致
し
、

第
１
回
目
の
協
議
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

次
回
、
第
２
回
目
か
ら
各
論
に
入
り
ま
す
。

　

過
労
死
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

四
半
世
紀
に
な
り
ま
す
。
過
労
死
家
族
の

会
は
長
き
に
わ
た
り
過
労
死
の
な
い
社
会

を
願
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
過
労
死

防
止
法
は
、
過
労
死
、
過
労
自
死
で
多
く

の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
て
で
き
た
法
律

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

無
念
な
思
い
で
亡
く
な
っ
た
命
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
教
訓
を
活
か
し
、
過
労

死
防
止
法
に
魂
を
入
れ
実
効
性
あ
る
対
策

に
活
か
し
て
も
ら
え
る
よ
う
遺
族
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

去
る
２
月
１
４
日
、
東
京
都
大
田
区
立

南
六
郷
小
学
校
６
年
生
二
学
級
を
対
象
と

し
た
「
働
く
っ
て
？
」
と
い
う
題
材
の
授

業
を
、
希
望
者
７
名
で
参
観
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
社
会
保
険
労
務
士
で
あ
り
、

過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
重
本
桂
さ
ん
か
ら
、
子
供
た
ち

の
「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
」
を
願
い
、「
働

く
」
こ
と
を
考
え
さ
せ
「
労
働
者
と
し
て

の
権
利
・
義
務
」
な
ど
の
知
識
を
教
え
る

授
業
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

を
伺
い
、
過
労
死
防
止
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
の
学
校
教
育
に
参
考
に
な
れ
ば

と
思
い
、
今
回
見
学
の
運
び
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
そ
の
日
は
学
校
公
開
日
で
、
保

護
者
も
２
０
名
ほ
ど
参
観
に
見
え
て
い
ま

し
た
。

　

授
業
者
は
、
重
本
さ
ん
の
所
属
す
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
研
究
会
（
４
０
名
）
の
メ
ン

バ
ー
の
一
人
（
女
性
）
で
、
最
初
に
後
出

し
じ
ゃ
ん
け
ん
（
負
け
る
方
を
出
す
）
を

何
回
か
し
て
遊
び
、
子
供
た
ち
の
緊
張
を

ほ
ぐ
し
授
業
に
入
り
込
め
る
雰
囲
気
づ
く

り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
静
か
な
口
調

で
自
己
紹
介
「
社
会
保
険
労
務
士
」
と
は

…
か
ら
話
し
始
め
、
「
い
つ
か
ら
働
け
る
の

か
？
な
ぜ
働
く
の
か
？
１
時
間
働
く
と
い

く
ら
に
な
る
か
？
等
、
と
問
い
か
け
な
が

ら
、
次
第
に
本
論
に
入
っ
て
ゆ
き
、
働
く

こ
と
の
喜
び
・
や
り
が
い
・
き
ま
り
・
辛

い
こ
と
・
困
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
？
・

大
切
な
こ
と
・
協
力
・
頑
張
る
・
休
む
・

夢
な
ど
等
、
先
生
や
保
護
者
へ
の
問
い
か

け
な
ど
も
し
な
が
ら
授
業
は
進
み
ま
す
。

８
０
余
名
の
児
童
は
、
自
分
と
向
き
合
い

な
が
ら
真
剣
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

事
前
に
、
児
童
に
身
近
な
働
く
大
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
お
き
、
そ
の
結

果
を
円
グ
ラ
フ
に
纏
め
た
も
の
を
基
に
、

子
供
た
ち
の
学
校
生
活
・
係
活
動
な
ど
と

「
働
く
っ
て
？
」
の
授
業
を
見
学
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野　
淑
子
（
東
京
過
労
死
家
族
の
会
）
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関
連
付
け
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
の
で
、
児

童
は
何
度
も
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
二
人
の
担
任
の
先
生
に
「
な

ぜ
教
師
に
な
っ
た
の
か
？
教
師
と
し
て
の

や
り
が
い
は
？
」
な
ど
と
質
問
し
、
そ
れ

に
答
え
る
先
生
の
お
話
に
じ
っ
と
耳
を
傾

け
る
児
童
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
終
末

の
ま
と
め
の
段
階
で
、
二
人
の
担
任
の
先

生
の
人
間
関
係
や
仕
事
上
の
困
難
や
処
理

の
仕
方
な
ど
の
お
話
に
、
「
働
く
大
人
」
の

姿
を
垣
間
見
て
ひ
ど
く
感
じ
入
っ
て
い
た

姿
も
感
動
的
で
し
た
。

　

最
後
に
感
想
を
聞
く
と
、
元
気
よ
く

２
０
名
余
の
児
童
か
ら
手
が
挙
が
り
ま
し

た
。

　

「
時
給
が
県
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
僕
の
母
さ
ん
は
１
２
０
０
円
だ
。

　

「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
親
に
相
談
し
よ
う
。
」

　

「
働
く
こ
と
は
生
活
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
喜
び
も
、
辛
さ
も
、
き
ま
り
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」

　

「
学
校
と
社
会
と
の
関
連
が
わ
か
っ
た
。
」

　

な
ど
等
、
他
に
も
た
く
さ
ん
出
ま
し
た

が
、
小
学
生
な
り
に
「
働
く
」
こ
と
の
意

味
が
理
解
さ
れ
、
今
後
の
学
校
生
活
に
活

か
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

授
業
内
容
は
、
当
然
な
が
ら
小
・
中
・

高
校
と
発
達
段
階
に
応
じ
て
内
容
が
深
め

ら
れ
て
指
導
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
次
回
の

中
学
校
の
授
業
が
楽
し
み
で
す
。
授
業
の

内
容
・
組
み
立
て
方
・
発
問
な
ど
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
該
校
で
の
授
業
は
今
年
で
６
年
目
、

う
ち
重
本
さ
ん
は
４
回
の
授
業
実
践
が
あ

る
と
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
繋
が
り
が
出
来

て
い
る
よ
う
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

克
服
し
て
、
２
５
回
に
も
及
ぶ
授
業
実
践

に
敬
服
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
」
（
略
称
・
過
労
死
防
止
法
）
が
成
立
し
、

１
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
最

初
の
啓
発
月
間
と
な
っ
た
同
月
を
中
心
に

全
国
で
各
府
県
の
労
働
局
の
後
援
を
得
て

過
労
死
防
止
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
実
施
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
過
労
死
の
総
合
的
な
調

査
研
究
が
国
の
責
任
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
厚
労
省
に
設
け
ら
れ
た
協

議
会
で
は
、
家
族
の
会
や
弁
護
団
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て
、
過
労
死
等
の
防
止
対

策
に
関
す
る
大
綱
を
作
成
す
る
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
動
き
を
受
け
て
、
私
た
ち
は

過
労
死
防
止
全
国
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、

過
労
死
の
実
態
と
そ
の
防
止
対
策
の
調
査

研
究
の
た
め
に
、
各
分
野
の
３
５
人
の
方
々

に
発
起
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
に

学
会
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
学
会
は
、
過
労
死
（
過
労
自
殺
お

よ
び
過
労
疾
病
を
含
む
）
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
過
労
死
の
効

果
的
な
防
止
の
た
め
の
対
策
と
取
り
組
み

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
過
労
死
被
災
者
と
そ
の
家
族
、

勤
労
者
の
い
の
ち
と
健
康
に
関
心
を
も
つ

研
究
者
、
弁
護
士
、
活
動
家
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
に
賛
同
す

る
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
２
０
１
５
年

２
月
か
ら
会
員
を
募
り
、
２
０
１
５
年
５

月
２
３
日
（
土
）
に
設
立
記
念
大
会
（
別

紙
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照
）
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
と

も
過
労
死
防
止
学
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
参
考
ま
で
に
５
月
２
３
日
に
予
定
し

て
い
る
設
立
記
念
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

掲
げ
て
お
き
ま
す
。

過
労
死
防
止
学
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡　
孝
二
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
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＊＊＊＊＊　編集後記　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　過労死等防止対策推進法が施行されて既に３か月。ようやく創刊号を発行することができました。締め切りのタイ

トな中で原稿を執筆してくださったみなさま，編集に携わってくださったみなさま，本当にありがとうございます。

法律が施行されても，それだけで過労死がなくなるわけではありません。どのような防止策が検討されているのか？

その進捗状況は？効果は上がっているの？そんな情報を共有し，さらなる啓発や対策につながっていくツールになる

ような紙面づくりをしていきたいと思っています。もしかしたら，次号はこれをお読みのあなたに原稿をお願いする

かも知れません。その時はぜひにご快諾くださいね。引き続き，よろしくお願い申し上げます。

編集責任者　林　裕悟（弁護士）　

過労死防止学会設立記念大会　プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：　2015 年 5 月 23 日（土）　13:00 ～ 17:00　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　場：　明治大学　　　　　 　　　　　　　　　

　第Ⅰ部：　記念シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13:00 ～ 16:00

　　　　　　　　急がれる過労死の調査研究と防止対策――いま何が問われているか

　＜報告＞　各 30 分　　　　　　　　　　　　　　   13:10 ～ 14:40

　　「過労死のない社会の実現をめざす遺族の願いと防止法の課題」

　　　　寺西　笑子（全国過労死を考える家族の会代表）

　　「過労死の根因とこれからの課題」

　　　　熊沢　誠（甲南大学名誉教授）

　　「ここ最近の日本における企業情勢と職場のメンタルヘルス」

　　　　加藤　敏（自治医科大学精神医学教室教授）

　休憩   　10 分

　＜予定討論＞     各 10 分　　　　　　　　　　　　14:50 ～ 15:30

　　　ノース・スコット（大阪大学人間科学研究科教授）

　　　岸　玲子（北海道大学環境健康科学研究教育センター特任教授）

　　　西谷　敏（大阪市立大学名誉教授）

　　　東海林　智（毎日新聞記者）

　＜全体討論＞　 30 分　　　　　　　　　　　　　　15:30 ～ 16:00

　＜司会＞

　川人　博（弁護士、全国過労死弁護団幹事長）　笠木　映里（九州大学法学部准教授）

　第２部：　設立総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:00 ～ 17:00

　懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 　17:00 ～ 19:00


